
平成３０年度 第２回古賀市国民健康保険運営協議会議事録 
 

 

【会議の名称】 平成３０年度第２回古賀市国民健康保険運営協議会 

 

【日時・場所】 平成３０年１０月２日（火） １９：００～２０：００ 

古賀市役所 中会議室 

 

【主な議題】  ①平成２９年度国民健康保険特別会計決算報告について 

        ②納付金と国保税率について 

 

【傍聴者数】  ０人 

 

【出席委員】  渡信人会長、三輪朋之会長代理、塩津美都子委員、淀川治委員、 

堤啓委員、鐘ヶ江勝委員 

        （欠席委員：野田廣子委員、芝尾郁恵委員、矢野洋子委員） 

 

【事務局】   市民部長（清水）、 

市民国保課長（坂井）、国保係長（長野）、国保係（阿部・江野）、 

予防健診課長（長﨑）、健診指導係長（廣田） 

        （庶務担当部署：市民国保課） 

 

【配布資料】 

 ①平成２９年度国民健康保険特別会計決算報告について 

 ②納付金と国保税率について 

 ③第２期古賀市国民健康保険保健事業実施計画（ダイジェスト版） 

 

 



【会議の内容】 

 

１．開会 

 

２．会長あいさつ 

 

３．議事 

（１）平成２９年度国民健康保険特別会計決算報告について 

（資料説明：国保係長） 

〇堤委員 収納率は県内他自治体と比較してどうか？ 

〇国保係長 被保険者数が多くなれば、収納率は下がる傾向にあるが、県内で比較する

と高い方である。 

〇堤委員 滞納繰越分は何年分まで請求権があるのか。 

〇国保係長 基本的には５年だが、時効中断等により変わることもある。 

〇淀川委員 平成２８年度に税率改定をしたが、結果的に税率改定はうまくいったのか。

まだ足りない部分があるのか。 

〇国保係長 税率改定時の予定では、平成２８年度と２９年度で赤字を解消する計画で

あった。平成２９年度決算で赤字を解消し、黒字になっている。平成３０年度は安定

した財政運営ができていると考えている。 

 

（２）納付金と国保税率について 

（資料説明：国保係長） 

〇鐘ヶ江委員 平成３０年度の古賀市の国保税率は県内市町村と比較してどうか。 

〇国保係長 全体的に言えば少し高い方ではないかと考えている。ただ、所得割と均等

割と平等割のバランスが各市町村によって異なるので、所得や世帯構成によって高い

場合、安い場合も考えられ、一概に比較しにくい部分もある。 

〇淀川委員 平成３０年度の税率を３年間据え置くとなっているが、県が示す納付金を

受けて協議会に諮りたいということか。 

〇国保係長 答申で原則３年ごとに検討するとなっており、市としても３年間は据え置

くという基本的な考え方である。ただ、歳入と歳出を試算する段階で特段の事情があ

れば意見をいただきたいと考えている。次回は具体的な数字で説明したい。 

〇渡会長 平成３０年度に若干税率を下げたが、現段階での決算見込みはどうか。 

〇国保係長 概ね当初予算どおりであるが、公費等でまだ確定していない部分が多いの

で、なかなか現段階での見込みは難しい面がある。 

〇渡会長 国保制度改革でどうなるのか。うまくいっているのかの見込みが少しでも出

ないものか。 



〇国保係長 今のところ計算上は大きな問題はないと考えるが、平成３０年度の決算が

出て検証して、平成３１年度以降を検討していきたい。また、その中で委員の方の意

見を伺いたい。 

〇市民国保課長 平成３０年度予算編成時にバランスを考慮して税率改正を行ったので、

大きくうまくいかないということはないと考えている。 

 

（３）その他 

 ・第２期古賀市国民健康保険保健事業実施計画の修正 

  （前回配布資料の修正・資料説明：予防健診課長・健診指導係長） 

〇堤委員 特定健診受診率の上位と下位の市町村で何か特徴はあるのか。 

〇予防健診課長 医療費は病床数が多いところが高い傾向がある。もしかしたら安心と

いうのもあるのかもしれない。電話勧奨だけでは限界があるのかもしれない。医療機

関受診中で特定健診未受診者が全体の約４５％いるので、そこへのアプローチを行い

たい。また、地域で新規の取り込みを行うために、ヘルスステーション等の地域の取

組にも力を入れていきたい。 

〇渡会長 久山町は特定健診受診率は高いが医療費はどうか。 

〇国保係長 平成２８年度の県内の一人当たり医療費の統計資料によると、古賀市が４

１位で、久山町が２４位となっており久山町が高い。ただ、年齢構成による影響があ

るので一概に比較はできないと考える。 

〇堤委員 資料の滞納繰越分のグラフの縦はパーセントか。分母と分子は人数か。 

〇国保係長 パーセントであり、金額である。 

〇堤委員 約８割近くが滞納している状況か。 

〇市民国保課長 滞納繰越分だけではそうである。現年分は収納率が約９５％となって

おり、ほとんどの世帯が支払っている状況である。 

〇三輪委員 特定健診について区長会でお願いはしないのか。その時に受診率が高い行

政区を伝えているのか。 

〇予防健診課長 そのようにしていることもある。各行政区において区長名で回覧をし

ていただいている中で、受診率も掲載しているところもある。 

〇三輪委員 受診率が高いところを表彰するのはどうか。健診を受けるといいことが多

いのではないか。 

〇予防健診課長 参考にしたい。 

〇渡会長 特定健診の自己負担額を１，０００円から５００円にしたが、効果はあった

のか。 

〇予防健診課長 受診率は若干伸びており、いろいろな要素の中の一つとは考えている。

また、継続受診率も伸びており、あとは新規の受診者をふやしていくことが必要と考

えている。 



〇三輪委員 献血のように粗品を配布するのもいいのではないか。いろいろなことを考

える必要があるのではないか。 

〇予防健診課長 一番大事なことは、行動変容をいかに起こすかと考えており、インセ

ンティブもその一つである。今後も周知等工夫をしながら施策を行っていきたい。 

〇堤委員 医師国保は３年連続受診すると保険料が少し安くなり、３年連続受診しない

と高くなるという制度がある。 

〇渡会長 健診受診率が高い市町村との違いを調べたことはあるか。 

〇予防健診課長 久山町は地域にお願いし、区長、組長が地域の方の受診予定表をつく

っていると聞いた。また、病院受診時に健診も受診するように強く働きかけているよ

うだ。 

〇渡会長 受診するのが当然という雰囲気ができているのだろう。 

〇三輪委員 古賀市独自の取組をし、特典をつける等のことをするべきではないか。 

 

・議事録署名委員の指名 

〇渡会長 議事録の署名は、淀川委員にお願いする。 

 

４．閉会 

 


